
 

 

 

資料７  

新宿区 

親子で楽しめる遊び、子育ての情報共有がしやすい環境作り 

（担当：北新宿第一児童館） 
事業の背景・目的 

目的：   年間で予定していた事業を通常遊びの選択肢に変換し親子で過ごせる遊び、同年齢や

異年齢児との関りを感染対策を意識しつつ、遊びながら、子育ての情報共有がしやす

い場やリラックスできる環境設定を行っていく。 

事業の背景：年間行事の中から以下の事業を通常遊びに変換 

・きたいちランド（毎月日曜日の午前中開催予定） 

・幼児サークル（毎週、０歳～１～３歳児まで年齢別のサークル活動予定） 

対象：０歳児～未就園児の親子 

事業の概要 

実施場所：遊戯室と音楽室 

実施頻度：月曜日～金曜日   第一部・・・・・９：３０～１０：３０（６組まで） 

消毒・換気時間１０：３０～１１：００

第二部・・・・１１：００～１２：００（６組まで）

実施方法：入室の際に親子の検温、体調確認、保護者の手消毒を行う。 

●遊戯室を遊園地に見立てて身体をアクティブに動かせるよう展開 （～３歳児親子向け）

 ※未就園児受入れ可 

◇大型遊具を設置（滑り台、ジャングルジム、ブランコ、エアートランポリン、 

トーマス電動汽車ポッポ、カラーストーン平均台） 

◇キャンディーボール、コンビカー 

●音楽室（カーペット）主に座ってゴロゴロしながら遊べる遊び（0 歳児等の月齢の親子向け） 

◇音の出る玩具、ままごと、絵本コーナー、知育玩具、感触玩具 

※上記の大型遊具や、玩具は日替わりで設置内容を変えている。また両部屋を行き来し遊ぶのは自

由。 

職員体制：３名～５名 

１～２名は受付兼、来館者の対応（見守り）、残り１名はフリーとして館内見守り 

※児童館職員５名が常勤職員の為、週５のシフト制で９：００～１８:００勤務の為、その日の出勤

職員がローテーションで回していく 

●自由遊びの中で、あえて時間を設定せず、来館者の人数や月齢を見て職員による絵本やパネルシ

アターなどの読み聞かせをしたり、幼児向けの体操やリズム遊びを行っている。 
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工夫点・留意点 

事業の効果 

・月齢別に過ごせる場所を２つに分けたところ、特に０歳児等月齢が低くネンネの親子さんが安

心してリラックスでき、幼児は遊戯室で、気兼ねなく走り回れる場で過ごすことにより、年齢に

よってすみ分けが出来ている。 

・またどちらの部屋も自由に行き来できることで、日を追うごとに変わる身体の成長に合わせ、 

その時に過ごしやすい場所を親子が気兼ねなく選び遊べる場としても大変喜ばれている。 

・２か所の目的の違った遊び場を設置することで、自然と異年齢の成長を周りの保護者が目にす

ることができ、月齢毎に個々の成長を垣間見れることが、子育て中の親子さんの横の繋がりを深

める手段の一つとなっていると感じる。 

課題・今後の展開 

・現在まで、平日の午前中のみの受け入れとなっている為、来館者もその時間に合わせて来館で

きる親子のみで、子どもによっては朝寝やお昼寝にかぶってしまうと、その時間に間に合わず一

日利用できないままで終わってしまう親子もいると声があった。感染対策を考慮しつつ、一日の

利用状況や時間帯を把握し、乳幼児親子が利用できる曜日を増やしたいと考える。例えば、土日

祝日の午前中は小中高生の利用がかなり少なく、土日祝日の受け入れ対象者を増やすことが出来

る。 

・事業内容については、季節に合わせた行事を、通常遊びの一つとしてそのテーマに沿った工作

や、身体を動かせるサーキット遊びを展開して行く。 
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